
 

更 尽 会 第 ４ 回 総 会 

 

日時 平成 17年 7月 16日（土）14時～15時 

場所 新宿ワシントンホテル本館「アンドロメダ」 

 

 

議 事 次 第 
 

１．開会 

２．会長挨拶 

３．議長選出 

４．議事 

1) 2004年度活動報告について［第 1号議案］ 

2) 2004年度決算報告について［第 2号議案］ 

3) 第 3期（2005～2006年度）幹事について［第 3号議案］ 

4) 第 3期（2005～2006年度）会長および副会長について 

5) 2005年度活動計画について［第 4号議案］ 

6) 2005年度予算について［第 5号議案］ 

7) 2005年度会計監査役について［第 6号議案］ 

8) その他 

５．閉会 
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［第 1号議案］ 
 

更尽会 2004 年度活動報告 

 
１．第３回総会および同窓会の開催について 

 更尽会第 3回総会を、平成 16年 6月 12日（土）、ホテルサンガーデン日立において開催し、2003
年度の活動報告および決算、2004年度の活動計画および予算を決議した。また、総会後、加藤始先
生の特別講演および同窓会を開催した。第 3回総会および同窓会の次第は以下のとおりである。 
（１）総会 

• 2003年度活動報告および決算について 
• 第 2期新幹事について 
• 2004年度活動計画および予算について 
• 2004年度会計監査役の選出について 

（２）特別講演 
「米国留学と茨城大学への赴任－2つの転機－」 加藤 始 先生 

（３）同窓会 
総勢 59名の出席のもと第 3回同窓会が盛況の中開催された。 

 
２．幹事会の開催について 

2004年度は合計 2回の幹事会を開催し、更尽会会報（第 2号）の発行に関する検討、第 3回総会
の運営、学科への貢献事業に関する検討などについて議論した。幹事会の開催日時・場所および議

事内容は以下のとおりである。 
（１）第１０回（2004年度第 1回）幹事会 

開催日時：平成 16年 5月 15日（土）13:00～16:10 
開催場所：茨城大学都市システム工学科東棟 3F会議室 
議事内容：①2003年度活動報告（案）および決算（案）について、②幹事の交代および新幹

事について、③2004年度活動計画（案）および予算（案）について、④2004年度
会計監査役について、⑤年会費納入状況および会計中間報告について、⑥第 3 回
総会および同窓会について、⑦その他 

（２）第１１回（2004年度第 2回）幹事会 
開催日時：平成 16年 9月 25日（土）13:10～16:15 
開催場所：茨城大学都市システム工学科東棟 3F会議室 
議事内容：①第 3 回総会および同窓会の総括、②会報の発行について、③学科への貢献事業

について、④年会費納入状況および会計中間報告について、⑤年会費の自動払込

の実施について、⑥事務局運営について、⑦その他 
 
３．更尽会会報（第 2号）の発行について 

更尽会会報（第 2号）を以下のように発行した。会報の第 2号は 2003年度と 2004年度の 2年分
の情報を盛り込んだものとした。 
・発 行 日：平成 16年 12月 10日 
・発行部数：400部（内 270部を希望者に送付済） 
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４．年会費の納入状況（2005 年 3 月 31 日現在）について 

2004年度年会費の納入案内を平成 16年 4月に実施した。また、従来の郵便振替口座および銀行口
座への払い込みだけでなく、郵便振替口座への自動払込サービスも開始し、平成 16年 10月 20日に
第 1回目の自動払込（15名分）を実施した。その結果、平成 17年 3月 31日までに 293件（586,000
円）の年会費が納入された。なお、2004年度は年会費未納者に対する対応（働きかけ）を十分に行
うことができなかったため、平均納入率をアップさせることはできなかった。 
下表に各期ごとの年会費の納入状況を取り纏めた。 

 

更尽会年会費納入状況（平成 17年 3月 31日現在） 

人数
（人）

納入件数
（件）

納入率
（％）

人数
（人）

納入件数
（件）

納入率
（％）

建設工学科 1 S59 32 25 78.1 32 24 75.0
建設工学科 2 S60 29 19 65.5 29 17 58.6
建設工学科 3 S61 36 13 36.1 36 8 22.2
建設工学科 4 S62 43 21 48.8 43 24 55.8
建設工学科 5 S63 38 24 63.2 38 21 55.3
建設工学科 6 H01 41 33 80.5 41 34 82.9
建設工学科 7 H02 43 27 62.8 43 28 65.1
建設工学科 8 H03 45 19 42.2 45 20 44.4
建設工学科 9 H04 39 15 38.5 39 9 23.1
建設工学科 10 H05 42 20 47.6 42 19 45.2

都市システム工学科 1 H06 63 29 46.0 63 26 41.3
都市システム工学科 2 H07 71 16 22.5 71 13 18.3
都市システム工学科 3 H08 73 36 49.3 73 36 49.3
都市システム工学科 4 H09 71 34 47.9 71 30 42.3
都市システム工学科 5 H10 70 24 34.3 69 19 27.5
都市システム工学科 6 H11 72 17 23.6 72 15 20.8
都市システム工学科 7 H12 69 16 23.2 69 14 20.3
都市システム工学科 8 H13 － － － 57 14 24.6
都市システム工学科 9 H14 － － － － － －

都市システム工学科 10 H15 － － － － － －

－ 0 － － 1 －

877 388 44.2 933 371 39.8

人数
（人）

納入件数
（件）

納入率
（％）

人数
（人）

納入件数
（件）

納入率
（％）

建設工学科 1 S59 32 23 71.9 32 19 59.4 54 71.1
建設工学科 2 S60 29 13 44.8 29 8 27.6 4 49.1
建設工学科 3 S61 36 7 19.4 36 7 19.4 0 24.3
建設工学科 4 S62 43 21 48.8 43 9 20.9 8 43.6
建設工学科 5 S63 38 15 39.5 38 12 31.6 13 47.4
建設工学科 6 H01 41 29 70.7 41 20 48.8 9 70.7
建設工学科 7 H02 43 25 58.1 43 11 25.6 3 52.9
建設工学科 8 H03 45 19 42.2 45 12 26.7 9 38.9
建設工学科 9 H04 39 7 17.9 39 6 15.4 7 23.7
建設工学科 10 H05 42 14 33.3 42 11 26.2 4 38.1

都市システム工学科 1 H06 63 24 38.1 63 15 23.8 0 37.3
都市システム工学科 2 H07 71 10 14.1 71 7 9.9 0 16.2
都市システム工学科 3 H08 73 23 31.5 73 11 15.1 4 36.3
都市システム工学科 4 H09 71 29 40.8 71 14 19.7 2 37.7
都市システム工学科 5 H10 69 16 23.2 69 11 15.9 1 25.3
都市システム工学科 6 H11 72 12 16.7 72 7 9.7 0 17.7
都市システム工学科 7 H12 69 13 18.8 69 5 7.2 2 17.4
都市システム工学科 8 H13 57 10 17.5 57 6 10.5 2 17.5
都市システム工学科 9 H14 68 13 19.1 68 4 5.9 0 12.5
都市システム工学科 10 H15 － － － 66 4 6.1 0 6.1

－ 0 － － 0 － 0 －

1,001 323 32.3 1,067 199 18.7 122 38.5

平均
納入率
（％）

その他（準会員）

合　計

2004年度分 以降分
納入件数
（件）

学科 期
卒業
年度

2003年度分

2001年度分 2002年度分

合　計

その他（準会員）

学科 期
卒業
年度
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５．会員の個人 ID（会員番号）の割付について 

各会員からの各種問い合わせ、年会費納入者の確認作業などを円滑に進めるために、2004年度の
年会費の納入案内から会員の個人 ID（会員番号）を割り付けた。 

 
６．更尽会ホームページの開設について 

第 4回総会（2005年度）の開催にあわせて、更尽会のホームページを一般公開することを決定し
た。ホームページの URLは以下のとおり。 

http://www.civil.ibaraki.ac.jp/koujin/ 
 

７．学科支援活動について 

学科とのつながりを一層深めるとともに、在学生に更尽会の存在をアピールするため、更尽会に

おいて在学生の就職活動等を支援する取り組みを以下のとおり実施した。 
 ・授業科目名等 
「都市システム工学特別講義」の「職場研究」（学部 3年生の授業） 

 ・実施内容および講師：以下のとおり 
①第 1回目＜職場研究(2)公務員＞ 
実施日：平成 16年 10月 25日 
講師名：高橋学氏（H03年度卒）、大木正典氏（H05年度卒） 

②第 2回目＜職場研究(3)建設系民間企業＞ 
実施日：平成 16年 11月 1日 
講師名：川端稔氏（H01年度卒）、角田義紀氏（H02年度卒）、松田節男氏（H03年度卒） 
③第 3回目＜職場研究(4)コンサル・システム・建築設計＞ 
実施日：平成 16年 11月 15日 
講師名：大谷俊夫氏（S59年度卒）、西藤康浩氏（H05年度卒） 

 

  

特別講師（会員）による授業風景 
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更尽会2004年度 (200441～2005331)決 算

(朝 立:円)

(判立!田)

【収入の部】

【支出の部】―

監査の結果、上記収支栄算が適正であることを証明します。

平成 /ケ 年 さ 月  深 ド日

④

の

！老
蝶

回
　

来

卜
　
よ

麹
計△

〓
度年研如

科  目 2004年度予算 2004年度☆算 備 考

年会☆ 1,000,000 586,000 2,000円*2'3件 (2004【【～20い 331)

触 入 5,908 7J302 同無会お金、利忘

前年度繰越金 874,092 874す092

計 1丹80,000 1,467,394

科  目 如04年度予算 26o4fr決 算 備 考

通信欝 350,000 184,62C 路会およrJ幹事合開催通匁、年会費納入選如、全報発送費等

臓品 消 耗品費 3o,000 4,741 瑠 用rn奪

会議☆ 20,000 C 会確割疑用料、会議昼食代尊

印刷費 450,000 304500 会報第2号の印刷

交通費 20,00C 3■680幹事交通費、学科京援活動講師派遣費 (交通費)等

総会達営費 150,00C 126,055 会場設営、講師郎礼、絡会関係治耗品等

雑費 50,000 21,285 年_A費振込子残料t舞 送作業アルバイト代

予捕費 810!000 C 企画準備金、弔事関係経費等

次年度繰越金 0 788s513

計 1,88,000 1,4o7,394
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［第 3号議案］ 
 
 
 

更尽会第３期（2005～2006 年度）幹事（案） 

 

卒業年度 氏  名 

昭和 59 年度 松 本 智 良 大 谷 俊 夫 

昭和 60 年度 根 田 信 義 蛭 町 修 身 

昭和 61 年度 野 中 伸 一 須 原   茂 

昭和 62 年度 早 川 裕 史 長 山 公 信 

昭和 63 年度 古 川 英 希 山 田 道 雄 

平成元年度 原 田 隆 郎 濱 崎   健 

平成 2年度 宮 本   仁 平 野 有 志 

平成 3年度 高 橋   学 松 田 節 男 

平成 4年度 金 森   豪 小 林 卓 也 

平成 5年度 松 本 隆 弘 大久保 啓 一 

平成 6年度 三 瓶 大 介 金 原 和 彦 

平成 7年度 岡 崎 伸 二 庄 司 祐一郎 

平成 8年度 西 坂   淳 越 川   満 

平成 9年度 石 川 慎 吾 前 川 直 子 

平成 10 年度 大 山 丈 吉 大 西   進 

平成 11 年度 白 坂 浩 一 川 崎   努 

平成 12 年度 阿 部   聡 坂 本 宏 司 

平成 13 年度 鈴 木 健 司 吉 野 哲 平 

平成 14 年度 鈴 木 久美子 吉 川 慎太郎 

平成 15 年度 伊 藤   徹 宮 内 大 輔 

平成 16 年度 鈴 木 希 美 米 川 義 幸 
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［第 4号議案］ 
 

更尽会 2005 年度活動計画（案） 

 
１．第４回総会および同窓会の開催について 

 第 4回総会を以下のとおり開催し、2004年度活動報告および決算、2005年度活動計画および予算
について決議する。また、同窓会も同時開催する。なお、これまでのアンケート等の結果から「東

京都内開催」とする。 
（１）開催日時：平成 17年 7月 16日（土）14:00～17:00 
（２）開催場所：新宿ワシントンホテル 
（３）開催内容： 

ａ）総会 議事内容：①2004年度活動報告および決算について 
②第 3期幹事について 
③2005年度活動計画および予算について 
④2005年度会計監査役について  他 

ｂ）同窓会（会員相互の交流を深める機会とし、情報交換及び親睦を図る。） 
 
２．幹事会の開催について 

 2005年度は 2回の幹事会を予定（内 1回は既に実施済み）しており、年会費の納入、定例総会の
運営、その他定常業務の運営方法の効率化などについて議論する。幹事会の開催予定等は以下のと

おりである。 
（１）第１２回（2005年度第 1回）幹事会 ＜開催済み＞ 

開催日 ：平成 17年 6月 4日（土） 
議事内容：第 4回総会の議事内容について 他 

（２）第１３回（2005年度第 2回）幹事会 
開催予定：平成 17年 9月頃 
議事予定：第 4回総会の総括および年会費の納入通知発送等について 他 

 
３．会報の発行について 

2004年度に会報第 2号を発行したこと踏まえ、本年度は会報の代わりにニュースレター（仮称）
を発行し、会員に対して情報発信する。ただし、ニュースレター（仮称）はできるだけ簡素化させ、

主として更尽会のホームページを利用した情報発信を推奨する。 
 

４．年会費の納入案内について 

（１）年会費の納入案内について 
2005年度の年会費の納入案内は平成 17年 8月に実施する。なお、平成 17年 3月 31日現在におけ
る郵便振替口座・自動払込希望者に対しては、平成 17年 4月 20日に自動払込を実施する（既に実
施済み）。また、平成 17年 4月 1日以降の自動払込希望者に対しては、平成 17年 10月 20日に自動
払込を実施する（ただし、申込みの締め切りは平成 17年 9月 30日とする）。 

（２）年会費未納者に対する対応について 
2004年度は十分に対応できなかった年会費未納者に対する働きかけを実施し、平均納入率をアッ
プさせるような取り組みを行う。特に、平均納入率の低い期に対しては、当該幹事において具体的

な対策を検討し、平均納入率の向上を目指す。 
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５．更尽会ホームページの充実について 

更尽会のホームページを充実させる。総会および同窓会の情報、会員への連絡、各種登録用紙の

ダウンロードサービスなどを行う。また、会員からの声を収集し、会の運営などに生かす。 
 
６．学科支援活動および更尽会の広報活動について 

2004年度に実施した在学生への就職支援活動を継続し、学科とのつながりを一層深めるとともに、
卒業研究に対する報奨制度などを通して、在学生に対して更尽会の存在を更にアピールする。 

 
７．今後の更尽会運営の検討について 

 これまでの更尽会の運営では、会則に基づいて各期の幹事が幹事会を構成し、各年度の活動計画

や予算案、会計監査などを提案し、総会においてこれを承認してきた。しかしながら、総会を毎年

開催する必要があるのかというアンケート結果や、会長及び副会長と学年幹事をすべて役員として

いる組織形態などの課題が、更尽会発足後の 4年間で表面化しているように思われる。 

そこで、更尽会の運営について、「総会や幹事会といった各会議の役割付け、役員と幹事の役割分

担、更尽会の意志決定方法と監査（チェック機能）のあり方」などを総合的に検討し、会則の変更

などの手段を利用して、適切な更尽会運営を実現させる方法を検討する。 

 
 
 



[第5号議案]

更尽会2005年度 (200541～ 2006331)予 算 (案)

【収人の部】                                       (期 立:円)

【支出の部】 (判立:円)

科  目 2004年度決算 2005年度予算 悌 考

年会費摘入 586,00( 700,000 如い41～2006331の年会費納入

陀収入 7,302 11,48, 利思など

前年度線触金 874.0切 788,S13

計 1打67,3切 1)500,000

科  目 2004年度決算 2005年度予算 備 考

通信費 184,6X 250,000 総会案内適知、年会費納入通如、韓事会開催通知等

備品・消耗品費 4,741 10,000 事務用品等

会議安 〔 10,000 会機堂使用肘等

印刷費 304,50C 150,000 封摘 ・′ヽノキ等の印品J

交通費 37,68C 50,000 会計監査および特別講師交通費等

総会運営費 126,05S 150,000 会場設営 講 師就本L

雑費 21,28さ 30,000 年会贅優選手数料等、発送作業アルバイ ト代

予備貸 C 850,000 在学生報堤制度の斉抵、企画準備金 弔 章関係経費等

次年度繰越金 788,513 0

計 1,467,3'4 1,500,000

-8-
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［第 6号議案］ 
 
 
 

 更尽会 2005 年度 会計監査役（案） 
 

卒業年度 氏  名 

平成 3年度 人 見 満 博 

平成 6年度 伊 藤 哲 也 
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更 尽 会 会 則 

 

平成 13 年 5月制定 

 

第１章 総 則 

（目 的） 

第１条 本会は、「更尽会」と称し、会員相互の親睦

を図るとともに、会員の技術、識見、品格の

向上を図ることを目的とする。 

（事 業) 

第２条 本会は、前条の目的達成のため、次の事業

を行う。 

(1)会員名簿の発行 

(2)会報の発行 

(3)その他目的達成に必要な事業 

（会 員） 

第３条 本会の正会員は、次のとおりとする。 

(1) 茨城大学工学部建設工学科及び都市シ

ステム工学科の卒業生 

(2) 茨城大学大学院工学研究科建設工学専

攻及び都市システム工学専攻の修了生 

(3) 茨城大学大学院理工学研究科都市シス

テム工学専攻の修了生 

２．茨城大学大学院工学研究科及び理工学研究

科博士後期課程の修了生で、主指導教官が都

市システム工学科の教官であった者、及び本

会の目的・事業等に賛同できる者は、本会の

準会員とする。 

３．茨城大学工学部建設工学科及び都市システ

ム工学科の教職員及びその職にあった者は、

本会の客員会員とする。 

 

第２章 役 員 

（役 員） 

第４条 本会の役員として、会長１名、副会長２名、

幹事各学年２名を置く。 

２．役員の任期は２年とし、再任を妨げないも

のとする。 

（幹 事） 

第５条 幹事は、各学年の会員より推薦し、総会に

おいて承認する。 

２．幹事は、幹事会の構成員となる。 

３．幹事は、本会の運営に必要な事務を行う。 

（会長及び副会長） 

第６条 会長及び副会長は、幹事の互選により選任

する。 

２．会長は、会務を総理し、本会を代表する。 

３．副会長は、会長を補佐し、会長に事故があ

るとき又は会長が欠けた時は、会長が予め指

定する副会長がその職務を代理する。 

第３章 会 議 

（総 会） 

第７条 会員総会は、毎年１回会長がこれを召集す

る。 

２．会長は、必要な場合には、臨時に総会を召

集することができる。 

（幹事会） 

第８条 幹事会は、毎年１回会長がこれを召集する。 

２．会長は、必要な場合には、臨時に幹事会を

召集することができる。 

３．幹事会は、次の各号に掲げる事項を審議す

る。 

(1)本会の予算及び決算 

(2)事業計画 

(3)その他本会の運営に関する重要事項 

 

第４章 会 計 

（収入源） 

第９条 本会は、正会員及び準会員より徴収する会

費、寄付金及びその他の諸収入により運営す

る。 

（会 費） 

第１０条 本会の正会員及び準会員は、年会費とし

て２，０００円を納付するものとする。 

（会計年度） 

第１１条 本会の会計年度は、毎年４月１日より３

月３１日までとする。 

（会計報告） 

第１２条 収支決算は、毎年１回これを各会員に報

告する。 

（会計監査） 

第１３条 会計監査役は、会長が会員のうちから２

名を推薦し、総会において承認する。 
２．監査役は、本会の会計事務の監査を行う

ものとする。 

 

第５章 雑 則 

（会則の改正） 

第１４条 この会則の改正は、総会の議決による。 

（委 任） 

第１５条 この会則に定めることのほか、本会の運

営に関して必要な事項は、幹事会が定める。 

 

附 則 

この会則は、平成１３年５月１２日から施行する。 

 


